
公認会計⼠・監査審査会の役割

⻘⼭学院⼤学⼤学院会計プロフェッション研究科
令和８年7⽉22⽇（⽔）
公認会計⼠・監査審査会

常勤委員 蟹江 章

Certified Public Accountants and Auditing Oversight Board

1



Certified Public Accountants and Auditing Oversight Board

公認会計⼠・監査審査会の組織

2

公認会計⼠・監査審査会
（会⻑１名、委員９名）

総務試験課（14名）
・公認会計⼠試験の実施
・公認会計⼠・監査法⼈の
懲戒処分の調査審議

・各国の監査監督機関との
連携強化

(⼈員数は令和６年度末)
出所：審査会『公認会計⼠•監査審査会』令和７年度版、３⾴に⼀部加筆。

審査検査課（47名）
・監査法⼈等に対する検査

事務局⻑
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公認会計⼠・監査審査会の組織と役割
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• 公認会計⼠法第35条第１項及び⾦融庁設置法第６条第２項に基づき、平成

16(2004)年４⽉に⾦融庁に設置された合議制の⾏政機関

• 会⻑及び９⼈以内の委員により構成(任期３年)

• 委員は⾮常勤であるが、委員のうち１⼈を常勤とすることができる

• ⽇本公認会計⼠協会(協会)の品質管理レビューに関する報告の受理・審査

• ⽇本公認会計⼠協会及び監査事務所(監査法⼈)に対する報告徴収及び検査

• 検査等の結果、必要があると認めるときは、⾦融庁⻑官に対して⾏政処分

その他の措置を求める勧告を⾏う
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金融庁

日本公認会計士協会 監査事務所

公認会計士・監査審査会

③報告徴収，検査

④勧告

②審査

①品質管理レビュー
の報告

行政処分その他の措置

品質管理レビュー
の実施

審査会による審査，報告徴収及び検査のスキーム
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① 協会から品質管理レビューの状況報告を受ける

② 協会の品質管理レビューが適切に⾏われているか、監査事務所の監査業務

が適切に⾏われているかを審査する

③ 必要があると認めるときは、協会や監査事務所等に対して報告徴収や検査

を実施する

④ 検査等の結果、必要があると認めるときは、⾏政処分その他の措置につい

て、⾦融庁⻑官に勧告する

審査会による審査，報告徴収及び検査のスキーム
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⽇本公認会計⼠協会の品質管理レビュー
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• 品質管理レビューとは、監査業務の適切な質的⽔準の維持、向上を図り、
監査に対する社会的信頼を確保することを⽬的として、協会において運⽤
されている制度

• 監査事務所が⾏う監査業務の運営の状況を協会が調査し、その結果を監査
事務所に報告し、必要に応じて改善勧告や改善状況の確認を⾏うもの

• 1999年に協会が⾃主規制として運⽤を開始
• 2003年の公認会計⼠法改正により、協会が監査事務所の監査⼜は証明の

業務の運営状況を調査すること及びその調査結果を審査会に報告すること
が義務化
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公認会計⼠・監査審査会による検査
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• 審査会は、協会から品質管理レビューの状況報告を受け、品質管理レ
ビューが適切に⾏われているか、監査事務所の監査業務が適切に⾏われて
いるかを審査する

• 品質管理レビューの実施内容や監査事務所に対する必要な改善措置の指導
状況を確認する

• 品質管理レビューの結果や監査事務所が協会に提出した改善計画書の内容
等を分析する

• 分析結果等を踏まえ、検査及び報告徴収の必要性等を検討、品質管理レ
ビューの実効性等に関する協会との意⾒交換等を⾏う
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公認会計⼠・監査審査会による検査

8



Certified Public Accountants and Auditing Oversight Board

公認会計⼠・監査審査会による検査
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• 審査会は、審査及び報告徴収の結果、公益⼜は投資者保護のため必要かつ

適当と認めるときは、監査事務所等に対して検査を⾏う

• 協会の適正な運営を確保するため必要があると認めるときは、協会に対し

て検査を⾏う

• 審査会検査の基本事項、検査実施⼿続等、検査結果等の取扱い等について

は、「公認会計⼠・監査審査会の実施する検査に関する基本指針」に定め

られている
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公認会計⼠・監査審査会による検査

10

【⽴⼊検査】
• 原則として検査官が監査事務所に赴き、監査事務所の業務管理態勢、品質

管理態勢及び個別監査業務の実施状況を検査する
• 検査対象となる個別監査業務は、監査事務所の規模、モニタリング基本計

画の重点項⽬や被監査会社のリスクの程度等を考慮して選定する
• 検査は、監査調書、帳簿書類その他の資料の閲覧や監査事務所の構成員に

対するヒアリング等を通じて⾏い、法令、監査の基準や監査事務所が定め
る品質管理に関する⽅針と⼿続などを踏まえて、業務の運営の状況を検証
する

• 検査の過程で把握した事実及び経緯(指摘事項)は、書⾯により監査事務所
の責任者から確認を得る
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公認会計⼠・監査審査会による検査
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公認会計⼠・監査審査会による検査
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公認会計⼠・監査審査会による検査
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• 総合評価４：業務運営が良好でないと認められ、特に早急な改善が必要な

場合

→ 検査結果の通知と同時に報告徴収を実施して速やかな改善を促す

• 総合評価５：品質管理態勢及び個別監査業務の状況に重⼤な不備が認めら

れ、⾃主的な改善が⾒込まれない場合

→ ⾦融庁⻑官に対し、⾏政処分その他の措置について勧告を⾏う
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ご清聴ありがとうございました
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